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【
資
料
紹
介
一

松
平
造
酒
助
江
戸
在
勤
日
記

【
要
旨
］

当
館
所
蔵
「
松
平
造
酒
助
江
戸
在
勤
日
記
」
の
翻
刻
。
筆
者
松
平
造
酒
助
は
庄
内

藩
士
、
家
禄
は
千
四
百
石
。
組
頭
や
家
中
武
器
取
扱
掛
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。

造
酒
助
は
元
治
元
年
八
月
よ
り
慶
応
元
年
八
月
ま
で
江
戸
に
在
勤
し
て
い
る
。

本
稿
は
元
治
元
年
八
月
十
三
日
～
同
九
月
朔
日
ま
で
、
全
五
十
綴
の
う
ち
、
コ

ノ
ニ
」
、
「
二
」
の
途
中
ま
で
を
掲
載
し
た
。

随
所
に
入
る
挿
し
絵
が
興
味
深
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
一

松

平

造

酒

助

庄

内

藩

元

治

年

間

江

戸

市

中

取

締

新

徴

組

ｌ
元
治
元
年
八
月
十
八
日
～
同
九
月
朔
日
１

根

本

佐

智

子

古

宮

雅

明

本
資
料
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月
に
江
戸
市
中
取
締
の
任
に
当
た
る
た
め

出
府
し
た
庄
内
藩
士
松
平
造
酒
助
に
よ
る
、
元
治
元
年
八
月
十
三
日
～
慶
應
元
年
二

八
六
五
）
八
月
十
一
日
の
「
日
記
」
で
あ
る
。
平
成
元
年
に
古
書
犀
か
ら
購
入
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
こ
よ
り
紐
で
仮
綴

じ
さ
れ
た
状
態
で
五
十
綴
あ
る
。
第
二
～
五
十
綴
に
は
本
文
と
は
別
紙
の
表
紙
が
付

け
ら
れ
て
、
朱
異
筆
で
「
二
」
～
「
五
十
」
の
通
し
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第

一
綴
に
は
「
表
紙
」
が
な
く
、
第
一
紙
右
上
隅
に
は
コ
ノ
ニ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
綴
が
年
・
月
の
記
載
も
な
く
、
い
き
な
り
記
事
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
本
来
の
第
一
綴
は
失
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
失
わ
れ
た
第
一
綴
に
本
資
料

全
体
を
表
す
名
称
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
存
の
各
分
冊
表
紙
に
は

「
日
記
」
「
日
々
控
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
松
平
造
酒
助
江
戸
在
勤
日

記
』
と
い
う
資
料
名
は
当
館
が
収
蔵
し
た
と
き
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
綴
の
大

き
さ
は
、
第
四
綴
～
第
九
綴
は
横
半
帳
で
概
ね
竪
一
二
五
ｍ
×
横
一
七
四
皿
そ
の

他
は
竪
帳
で
同
竪
二
四
○
～
二
五
○
ｍ
×
一
六
七
～
一
七
七
ｍ
で
あ
る
。
丁
数
は
二

丁
か
ら
二
十
丁
ま
で
区
々
で
あ
る
。

松
平
造
酒
助
は
庄
内
藩
士
松
平
武
右
衛
門
久
徴
の
長
子
で
、
名
前
は
杣
之
助
、
久

茂
書
新
編
庄
内
人
名
辞
典
壱
。
同
家
は
代
々
組
頭
役
や
家
老
職
に
就
く
庄
内
藩
の
上

級
家
臣
で
、
久
徴
の
家
禄
は
千
四
百
石
で
あ
る
。
文
久
三
年
二
八
六
三
）
十
二
月

に
家
督
を
嗣
ぎ
、
翌
年
正
月
に
組
頭
役
、
慶
應
元
年
十
一
月
に
は
御
家
中
武
器
取
扱

掛
を
拝
命
す
る
が
（
高
橋
種
芳
「
編
年
私
記
」
書
鶴
岡
市
史
資
料
編
庄
内
史
料
集

忌
‐
こ
）
、
慶
應
三
年
二
八
六
五
）
九
月
十
九
日
に
三
十
六
才
で
病
没
し
て
い
る
今
庄

内
人
名
辞
典
ご
・

『
松
平
造
酒
助
江
戸
在
勤
日
記
』
に
つ
い
て
（
解
題
に
か
え
て
）
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庄
内
藩
は
文
久
三
年
四
月
幕
府
か
ら
江
戸
市
中
取
締
を
命
じ
ら
れ
、
取
締
を
実
際

に
担
う
新
徴
組
を
預
け
ら
れ
た
。
藩
士
は
一
年
交
替
で
江
戸
に
出
て
そ
の
任
に
当
た

る
こ
と
に
な
り
、
造
酒
助
も
元
治
元
年
八
月
に
出
府
を
命
じ
ら
れ
、
家
中
組
を
率
い

て
江
戸
市
中
取
締
に
従
事
し
た
。
日
記
は
造
酒
助
の
一
年
間
の
江
戸
勤
務
の
記
録
で

あ
る
。
内
容
は
、
①
家
中
組
や
新
徴
組
に
よ
る
市
中
取
締
や
、
庄
内
藩
江
戸
藩
邸
の

動
き
な
ど
の
公
務
に
関
す
る
諸
情
報
、
②
巷
間
の
出
来
事
や
噂
話
、
市
井
の
風
俗
な

ど
造
酒
助
が
見
聞
き
し
た
諸
情
報
、
③
私
事
に
関
す
る
事
、
な
ど
で
あ
る
。
①
か
ら

は
幕
末
の
緊
迫
す
る
政
治
情
勢
に
対
応
す
る
庄
内
藩
の
動
き
や
、
同
藩
支
配
下
で
江

戸
市
中
取
締
を
担
っ
た
新
徴
組
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
で
は
庄
内
ｌ
江

戸
往
復
時
の
道
中
の
様
子
や
、
江
戸
市
中
の
風
俗
な
ど
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
③
で

は
特
に
食
べ
物
に
関
心
が
高
く
、
道
中
旅
宿
の
献
立
を
は
じ
め
、
勤
務
中
や
日
々
の

食
事
な
ど
を
事
細
か
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
職
務
柄
か
ら
か
武
器
（
特
に
銃
な
ど
の

火
器
類
）
に
も
強
い
興
味
を
示
し
て
い
る
。
本
資
料
の
大
き
な
特
色
は
随
所
に
巧
み

な
挿
画
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
彩
色
画
も
多
い
。
挿
絵
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
文
字
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
造
酒
助
の
江
戸
生
活
や
江
戸
市
中
の
様
子
が
生

き
生
き
と
再
現
さ
れ
て
お
り
、
本
資
料
の
大
き
な
魅
力
と
も
な
っ
て
い
る
．
ほ
ぼ
毎

日
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
日
々
留
候
事
に
不
相
成
、
二
三
日
過
思
出
候
侭
折
々
認
」
な

ど
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
日
毎
に
記
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
各
綴
の

表
紙
に
は
異
筆
で
「
此
日
記
九
月
三
日
立
御
飛
脚
便
り
二
て
同
月
十
二
日
宿
へ
御

（
マ
マ
）

小
性
頭
月
番
よ
り
相
届
達
候
」
（
第
二
綴
）
、
「
此
日
記
九
月
廿
三
日
孫
九
郎
下
二
付
訓

さ
し
下
候
」
（
第
六
綴
）
な
ど
と
記
さ
れ
、
各
末
尾
は
家
族
宛
の
書
状
と
な
っ
て
い
る
。

庄
内
・
鶴
岡
へ
の
幸
便
に
託
し
て
そ
の
日
ま
で
の
日
記
を
家
族
に
送
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
日
記
は
留
守
家
族
へ
の
近
況
報
告
の
役
割
も
あ
っ
た
。
各
綴
の
丁
数
が

異
な
る
の
は
幸
便
の
都
合
が
区
々
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

一
年
足
ら
ず
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
幕
末
期
の
江
戸
市
中
の
様
子
や
、
庄
内
藩
と

江
戸
市
中
取
締
の
動
向
を
知
る
好
資
料
で
あ
り
、
随
所
に
入
る
挿
画
も
興
味
深
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
日
野
市
立
新
撰
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
展
示
な
ど
で
一

部
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
全
体
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
活
用
に
資

す
る
た
め
に
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
は
第
一
綴
と
第
二
綴
の
途
中
ま
で

（
元
治
元
年
八
月
十
八
日
～
同
九
月
朔
日
）
を
翻
刻
し
た
。
以
降
の
分
に
つ
い
て
も
今

後
随
時
紹
介
し
て
行
き
た
い
。

（
解
題
の
文
貢
は
古
宮
に
あ
る
が
、
造
酒
助
履
歴
等
の
情
報
は
根
本
の
調
査
に
よ
る
。

日
記
翻
刻
は
根
本
が
行
い
、
古
宮
が
補
っ
た
。
）

凡

例

一
、
文
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
変
体
仮
名
は
す
べ
て
平
仮
名
と
し

た
が
、
例
外
と
し
て
格
助
訶
の
江
は
へ
に
改
め
た
。
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
は
右
傍
に
（
）
で
正
し
い
字
を
示
し
、
推
定
で
き
る

も
の
は
（
ヵ
）
と
し
た
。
意
味
不
明
の
場
合
は
右
傍
に
ラ
マ
）
を
付
し
た
。

一
、
原
文
中
の
朱
筆
は
「
」
で
示
し
、
（
朱
筆
）
と
し
た
。
ま
た
原
文
の
虫
損
・
破
損
．

判
読
不
能
の
箇
所
は
字
数
を
推
定
し
、
□
ま
た
は
［
］
等
で
示
し
た
。

一
、
原
文
中
の
抹
消
文
字
は
基
本
的
に
掲
載
せ
ず
、
訂
正
文
字
の
み
掲
載
し
た
。

一
、
平
出
・
台
頭
は
二
字
あ
け
、
欠
字
は
一
字
あ
け
と
し
た
。

｢一ノー」 250×175mm

表紙なし里付き八丁

~ ~ ~

蕊IQ

｢二」 255×175mm

表紙共墨付き十六丁
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（
朱
筆
）

「

こ

ノ

ー

十

三

日

燈
火
消
最
早
夜
明
な
ら
ん
と
皆
々
起
、
皆
々
目
摺
ｌ
、
起
支
度
、
宿
二
て
九
シ
前
二

可
有
之
と
申
候
得
共
、
窓
明
い
た
し
杯
と
催
促
い
た
し
、
飯
為
出
ル

何
程
致
候
て
も
夜
は
明
不
申
、
寒
さ
難
堪
、
綿
入
羽
織
袷
小
夜
着
掛
寝
、
夢
中
夜
明

候
と
申
大
二
驚
目
ヲ
党
、
寝
処
二
て
考
候
ヘ
ハ
、
先
二
起
候
頃
は
四
シ
過
二
可
有
之
、

人
足
詰
候
と
申
二
付
、
明
半
頃
宿
立
出
ぬ
、
道
イ
タ
ミ
シ
と
申
二
付
歩
行
シ
ヌ
、
牧

之
内
村
外
川
端
二
て
腰
付
食
シ
、
小
一
郎
先
二
遣
、
大
谷
地
村
茶
屋
前
二
て
駕
籠
タ

テ
ル
、
白
川
城
下
二
至
、
両
端
茶
屋
在
、
右
二
は
何
方
之
人
数
登
二
哉
、
陣
笠
半
被

着
酒
ヲ
呑
居
、
大
橋
在
番
所
ニ
ニ
三
人
張
居
、
庄
内
宿
当
春
焼
候
由
二
て
示
今
出
来

不
申
候
、
最
早
雲
助
駕
籠
界
、
何
声
や
ら
不
分
、
何
方
御
家
中
や
ら
乗
掛
二
て
下
ル
、

駕
籠
も
有
之
、
鎗
は
七
八
本
カ
ラ
カ
キ
人
足
二
為
持
、
其
内
自
分
持
候
も
有
之
候
、

（

力

）

最
早
戦
場
二
も
至
候
如
思
そ
し
る
、
白
坂
之
駅
二
至
日
蟇
、
二
本
松
人
数
四
百
人
当

（

宇

都

宮

）

所
二
止
宿
二
て
大
混
雑
也
、
此
人
数
ハ
宇
野
宮
固
メ
由
也
、
宿
大
谷
屋
勇
七
暮
過
着
、

水
風
呂
二
入
、
膳
出
ル

夜
具
之
荷
物
不
着
、
宿
ノ
夜
具
出
し
難
余
義
掛
臥
し
、
蚤
カ
シ
ラ
ミ
カ
カ
ヒ
サ
難
堪
、

夜
九
ッ
過
二
可
有
之
、
荷
物
参
候
由
二
付
、
早
々
取
替
伏
シ

十

四

日

曇
、
朝
遅
ク
相
成
、
明
過
膳
出
シ

一
第
一
冊
一皿

坦
榊
カ
ケ
平
垂
汗
サ

Ⅲ

南

禅

寺

平

干
貝
茄
子
茗
荷
大
角
豆

汁猪

口

饗

云

シ

合

汁

不

給

今
日
は
二

冨
士
見
坂

浪
人
楯
籠

ヨ
リ
外
見

膳
出
前
二
茶
ト
梅
干
出
、
腰
弁
当
エ
入
ル
、
二
本
松
人
数
立
不
申
前
二
出
立
、
良
平

昨
夜
白
川
迄
来
シ
由
、
津
軽
人
数
、
三
春
人
数
追
々
行
逢
、
会
津
通
行
之
節
と
ハ
大

キ

違
、
塗
笠
、
軽
袴
、
稽
古
着
色
々
之
出
立
ニ
テ
往
来
引
不
切
、
切
棒
ハ
ン
タ
二
乗
、

雲
助
声
不
分
、
実
大
道
繁
栄
難
筆
紙
尽
、
境
明
神
石
鳥
井
前
ヲ
通
、
名
物
餅
、
駕
籠

（

マ

マ

）

之
内
二
て
見
、
食
も
セ
ジ
、
芦
野
駅
辺
歩
行
シ
、
余
佐
川
洪
水
ニ
テ
橋
落
、
連
台

渡
し
有
之
、
大
井
川
連
台
と
ハ
大
違
ナ
ラ
ン
、
馬
ハ
歩
行
渡
也

４

皿

茄泥
子鰍

平
~~

イ
タ
ラ
シ
ニ
引

茗
荷
大
丸
麩

汁

青

物

香

物

茄

子
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雨
少
々
降
、
駕
籠
二
入
越
堀
駅
二
至
検
断
有
之
、
少
行
河
有
之
、
橋
落
舟
渡
、
鍋
掛

村
茶
二
て
腰
付
食
シ
、
半
蔵
・
勝
兵
衛
ウ
ン
ト
吸
舅
る
音
甘
ゾ
ウ
也
、
同
茶
屋
ニ
ニ

本
松
人
数
四
五
人
参
、
ウ
ン
ト
代
銭
問
答
奇
妙
也
、
茶
屋
女
負
候
哉
申
訳
い
た
し
、

早
々
立
、
雨
二
て
雲
助
大
濡
酒
代
ね
タ
ラ
ン
、
七
シ
前
大
田
原
入
口
橋
落
舟
渡
し
、

（

マ

マ

）

脇
本
陣
増
小
甚
地
右
衛
門
へ
着
、
白
木
造
二
て
上
段
有
、
大
名
ノ
顔
シ
テ
床
前
座
付
、

当
所
菓
子
出
シ
美
事
也
、
茶
出
シ
、
水
風
呂
二
入
、
膳
出
ル

ナ

マ

リ

干

ヘ

ウ

Ⅲ

醤

油

か

け

平

ニ

ラ

フ

サ

猪

口

姉

瞬

初

也

玉

子

（

給

仕

）

飯
モ
リ
女
七
八
人
も
居
、
間
コ
ト
／
Ｉ
二
宮
仕
二
出
賑
々
敷
言
葉
合
戦
奇
妙
也
、
庄

（

マ

脱

力

）

内
之
人
ヲ
田
舎
ナ
リ
ト
テ
笑
候
様
子
也
、
間
こ
と
ノ
ー
ニ
て
手
ヲ
叩
コ
ト
ャ
カ
シ
、

蚊
不
居
、
大
街
道
二
も
出
候
故
幸
便
ア
ラ
ン
と
思
共
無
之
、
日
記
認
候
も
甚
面
倒
也
、

道
々
橋
落
川
岸
崩
故
大
難
也
、
駅
々
人
数
之
出
居
止
宿
六
ヶ
敷
可
有
之
杯
と
申
者
有

之
、
古
河
城
下
若
年
寄
田
沼
玄
蕃
頭
大
将
二
て
、
野
木
駅
両
所
二
一
万
余
止
宿
い
た

し
居
候
由
、
宇
津
宮
二
は
大
名
衆
固
メ
居
候
由
申
事
二
て
心
配
也
、
何
卒
早
々
無
事

着
度
祈
念
外
無
之
、
夜
四
シ
過
二
良
平
荷
物
宰
領
し
て
漸
追
付
、
九
日
二
下
野
駅
二

至
候
て
今
刻
二
相
成
、
一
同
無
事
賀
悦
候

十

五

日

雨
、
明
過
支
度
出
来
、
膳
出
ル

Ⅲ

垂

唾

ノ

、

平

一

翌

轤

フ

サ

汁

茄

子

宿
よ
り
駕
籠
二
て
出
立
、
昨
日
よ
り
の
雨
大
弱
り
、
大
田
原
外
左
之
方
に
梨
子
棚
林

有
之
、
橋
落
船
場
二
至
大
廻
し
シ
テ
渡
り
、
作
山
駅
二
至
、
両
端
客
屋
一
軒
コ
ト
二

女
と
も
居
い
つ
れ
も
美
人
二
可
有
之
哉
、
駕
籠
之
内
殊
二
遠
目
也
、
雨
小
晴
二
相
成

後
二
聞
候
し
二
、
道
二
て
御
飛
脚
二
行
逢
半
蔵
書
状
誹
遣
候
由
也
、
会
津
早
駕
籠
行

宿
娘
二
九
位
天
下
無
双
美
人
と
可
申
哉
、
是
迄
見
候
事
終
二
無
之
、
陰
二
て
承
レ
ハ

半
蔵
迄
ホ
メ
ル
、
秀
い
た
し
、
勝
兵
衛
次
ノ
間
尻
は
付
不
申
由
、
蚊
沢
山
早
々
伏
候
、

月
見
ナ
リ
ト
テ
酒
と
肴
出
候

一
、
砂
鉢
蛭
寿
焼
葡
萄
出
シ
伏
候
故
次
下
ル

十

六

日

昨
日
よ
り
雨
、
早
々
起
栫
テ
茶
出
シ

人
足
も
揃
し
と
申
二
付
立
出
ぬ
、
又
々
会
津
早
駕
籠
二
逢
、
何
事
二
有
之
哉
両
度
也
、

声
ハ
甚
イ
ヤ
也
、
雨
具
一
同
着
シ
、
今
日
月
見
八
幡
祭
礼
所
々
賑
々
敷
、
嚥
庄
内
二

（

阿

久

津

）

は
赤
飯
団
子
杯
と
有
之
、
伝
吉
掛
り
居
候
半
、
悪
津
、
鬼
怒
川
ヲ
舟
渡
し
て
行
、
先

番
小
一
郎
戻
り
来
候
、
但
昨
夜
白
沢
駅
二
止
宿
、
今
朝
立
候
故
、
若
々
宇
津
宮
迄
御

通
な
ら
ハ
雇
人
足
二
相
成
と
申
二
付
、
如
何
可
致
哉
と
承
候
処
、
止
宿
之
事
二
申
遣

候
、
庄
内
宿
福
田
善
之
助
へ
暮
前
着
候
、
茶
菓
子
出
し
、
水
風
呂
入
、
今
日
ハ
明
月

な
れ
と
も
団
子
も
豆
も
唯
足
ノ
豆
斗
、
膳
出
ル

逢
二
駕
也
、
駕
籠
声
胸
二
障
ル
甚
イ
ヤ
也
、
喜
連
川
二
至
、
鮎
之
名
物
も
大
洪
水
二

て
皆
流
候
由
也
、
検
断
前
大
混
雑
也
、
昼
時
二
相
成
候
故
、
茶
屋
ニ
ア
カ
ル
、
吸
物

出
シ

長
Ⅲ

ml Ⅲ

鯰

閉

口

平

玉
子 玉

子
焼

蓮
根
焼
豆
腐

ナ
マ
リ
小
串

平

茄泥
子鰍

吸
物

キ
ノ
コ

茗
荷
蓮
根
造
芋

豆
腐
玉
子
焼

茗
荷

汁 汁

茄

子

能
塩
梅
也
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茶
梅
干
出
シ
、
腰
付
二
油
揚
梅
干
入
、
明
半
頃
宿
ヲ
出
、
侭
田
駅
通
、
野
木
駅
過
今

日
も
松
し
両
端
也
、
古
河
城
下
二
屯
居
候
歩
兵
追
々
陣
払
也
、
人
二
て
市
中
見
通
候
事

不
相
成
、
町
屋
は
二
階
下
一
杯
ニ
居
、
惣
勢
一
万
程
と
申
事
ナ
レ
共
、
如
何
可
有
之

哉
、
い
つ
れ
千
余
ハ
居
候
半
、
福
嶋
之
板
倉
様
ハ
先
陣
之
由
、
七
頭
位
、
昨
夜
同
宿

之
二
階
二
板
倉
公
藩
中
二
人
、
遊
女
呼
大
騒
キ
也
、
宇
津
ノ
宮
よ
り
多
ク
筑
破
へ
加

り
、
其
内
家
老
之
嫡
子
も
有
之
、
公
義
向
大
不
首
尾
二
て
家
老
壱
人
切
腹
、
一
人
ハ

閉
門
被
仰
付
候
由
無
相
違
由
、
両
寄
手
方
負
候
て
、
実
二
大
事
と
可
申
、
昨
夜
小
山

（

た

ば

こ

）

駅
仙
台
早
駕
籠
通
り
、
寝
居
候
得
共
、
秀
淋
敷
た
葉
粉
呑
、
少
目
覚
候
、
今
日
承
候

処
、
宇
津
宮
固
之
由
右
之
為
の
早
追
な
ら
ん
、
庄
内
二
て
考
候
と
違
、
道
中
皆
固
可

（

歩

兵

）

有
之
兵
し
歩
通
行
他
家
人
数
引
も
不
切
候
故
、
少
も
懸
念
は
無
之
、
逢
候
程
者
は
皆
味

明
半
前
旅
宿
出
立
、
駅
外
よ
り
両
端
松
ノ
並
木
、
御
成
街
道
と
申
、
九
日
之
風
、
此

辺
大
風
な
ら
ん
、
大
杉
数
百
本
コ
ケ
又
ハ
中
程
よ
り
ヒ
シ
ケ
タ
ル
在
、
オ
ソ
ロ
シ
キ

（

力

）

風
二
て
往
来
止
り
候
由
、
い
つ
れ
通
者
二
て
も
有
之
候
哉
奇
也
ノ
ー
と
噺
し
て
通

い
、
宇
野
宮
ハ
格
別
之
処
二
無
之
、
庄
内
宿
米
屋
五
左
衛
門
迎
二
出
立
寄
、
茶
菓
子

（

マ

マ

）

出
シ
、
貫
目
改
も
済
候
由
申
二
付
宿
ヲ
出
出
ル
、
日
光
街
道
両
端
松
二
日
路
程
有
之

由
、
日
本
一
ノ
泥
道
大
弱
り
、
鰈
迄
泥
也
、
田
ノ
中
二
入
候
同
様
、
七
里
程
歩
行
、

蟇
頃
小
山
駅
菱
屋
甚
左
衛
門
へ
止
宿
、
庄
右
衛
門
書
状
達
、
問
屋
よ
り
届
候
、
十
九

日
千
住
駅
よ
り
着
候
事
二
申
置
也
、
水
風
呂
二
入
茶
菓
子
出
シ
、
膳
出
ル

雨
天
、
早
ク
起
一
同
催
促
し
支
度
出
来
、
膳
出
ル

同

十

七

日

ⅢI 皿

玉

子

焼

平

行

掴

ヘ

ウ

汁

吸

物

油
揚

平

玉
子
ニ
ラ
フ
サ

青
菜

汁

猪

口

青

物

青
菜
玉
子至
極

よ

し

手
鎗
持
候
者
歩
兵
長

今
晩
は
小
山
泊
り
之
由
、
昨
日
此
人
数
参
候
て
止
宿
相
成
間
敷
卜
申
、
幸
昨
夜
泊
り

［
］
通
過
、
古
河
通
候
後
ハ
庄
内
同
様
何
二
も
房
川
舟
渡
し
て
、
御
番
所
通
候
処
、

御
番
所
長
詰
之
者
御
出
入
な
り
と
て
両
人
草
履
二
て
出
、
大
雨
也
、
会
釈
し
て
通
り
、

土
手
二
上
り
見
下
候
処
一
円
水
二
相
成
居
本
道
通
候
事
不
相
成
、
土
手
通
る
、
栗
橋

駅
不
残
縁
下
二
水
通
り
居
、
十
日
頃
は
五
尺
位
も
付
シ
候
由
、
戸
障
子
二
て
家
栫
住

居
い
た
し
居
候
躰
、
目
も
不
被
当
、
二
里
位
目
及
丈
湖
水
こ
と
し
、
無
慾
至
極
、
土

手
粟
餅
食
し
、
夫
よ
り
歩
行
、
土
手
切
レ
膝
節
丈
水
ヲ
コ
キ
、
深
処
は
舟
二
て
渡
し
、

実
難
義
書
難
尽
、
中
村
坂
右
衛
門
と
舟
行
違
候
処
、
坂
右
衛
門
、
織
人
よ
り
書
状
被

頼
候
間
、
御
家
来
渡
候
趣
申
聞
、
先
番
惣
吉
な
ら
ん
、
幸
手
駅
糸
屋
清
次
郎
暮
過
一

同
丈
夫
二
て
着
し
、
大
濡
相
成
、
風
呂
湯
余
り
悪
敷
卜
申
二
付
不
入
、
織
人
・
口
人
．

（

マ

マ

）

半
蔵
迄
書
状
達
、
千
住
迄
前
日
為
知
候
様
申
越
候
、
茶
子
茶
出
し
、
膳
出
ル

方
也
、
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早
々
伏
し十

八

日

雨
天
、
前
支
度
出
来
候
て
、
毎
日
之
雨
大
弱
り
、
茶
構
、
如
何
二
て
は
可
有
之
候
、

勝
兵
衛
へ
出
候
様
申
付
シ

皿

貝

平

豆

腐

汁

茗

荷

香

物

砂

鉢

ョ

セ

玉

子

雨
追
々
晴
模
様
相
成
、
道
之
悪
敷
事
無
類
、
と
ん
二
田
ノ
中
同
様
、
今
日
帷
子
二
て

署
シ
、
昼
頃
漸
戸
栗
茶
屋
二
上
り
鱸
食
大
鉢
也
、
越
ヶ
谷
駅
二
至
候
処
、
庄
右
衛
門

今
朝
出
立
い
た
し
候
間
、
人
馬
無
之
趣
申
聞
候
得
共
、
越
ヶ
谷
よ
り
着
候
事
二
い
た

（

草

加

）

し
候
て
は
、
明
日
不
都
合
二
相
成
候
間
、
草
賀
迄
参
り
方
可
然
と
半
蔵
申
二
付
、
直

（

弁

）

二
草
賀
駅
二
至
、
折
々
雨
、
今
日
二
て
五
日
、
腰
餅
一
同
難
義
い
た
し
、
脇
本
陣
丸

屋
周
助
へ
止
宿
、
織
人
へ
書
状
飛
脚
さ
し
立
ル
、
茶
菓
子
出
シ
、
水
風
呂
二
入
、
座

付
候
処
二
て
膳
出
し

魚

身

玉

子

焼

生

姜

皿

油

揚

平

焼

豆

腐

汁

Ⅲ

ァ

ジ

長

芋

茄

子

ニ

ラ

フ

サ

明
半
頃
出
立
、
草
賀
駅
外
二
行
候
処
、
向
よ
り
早
馬
来
、
蝿
頤
、
早
也
と
申
引
餅
、

長
棒
十
人
余
り
二
て
背
負
走
、
又
々
声
ハ
胸
障
り
、
仙
台
歎
会
津
な
ら
ん
と
思
行
逢

候
処
、
造
酒
助
殿
と
申
二
付
、
駕
籠
止
、
戸
為
引
、
相
互
二
駕
籠
内
顔
見
合
候
処
、

次
郎
兵
衛
如
何
成
二
哉
と
胸
ト
キ
／
、
い
た
し
、
駕
籠
よ
り
出
と
申
候
得
共
、
早
追

（

マ

マ

）

（

御

本

意

力

）

之
御
使
故
出
二
不
及
と
止
承
候
処
、
二
万
七
万
石
庄
内
不
残
参
候
、
御
ほ
意
ノ
ー
と

皿

玉

打

癖

ヲ

ロ

シ

猪

口

醤

油

有

平

ユ
デ
玉
子

ニ
ラ
フ
サ

油
ア
ゲ
焼

芋
子
カ
ン
ヘ
ウ

悦
ひ
、
再
会
約
し
て
別
る
、
千
住
二
至
候
処
、
番
所
有
之
、
駕
籠
出
歩
行
印
鑑
出
し

通
り
い
、
御
出
入
之
嘉
兵
衛
出
迎
、
直
二
宿
二
至
息
休
、
鈴
木
席
七
率
馬
連
来
し
と

申
、
其
外
下
座
見
織
人
宜
被
仰
付
候
と
て
参
居
、
角
之
助
御
組
一
同
、
伊
兵
衛
追
々

来
、
一
同
馬
と
も
無
事
二
て
、
当
所
へ
至
シ
ヲ
悦
、
一
酒
一
種
出
し
賀
祝
し
、
東
都

繁
花
、
庄
内
二
て
考
候
よ
り
格
別
之
事
二
も
無
之
、
神
田
橋
二
至
、
兵
部
殿
参
、
御

用
状
さ
し
出
、
情
兵
衛
へ
参
り
不
快
尋
、
権
十
郎
殿
へ
案
否
、
政
右
衛
門
・
同
男
四

郎
二
逢
、
萬
端
礼
謝
し
、
織
人
色
々
世
話
い
た
し
呉
候
様
申
二
付
、
挨
拶
考
尋
参
り
、

御
殿
へ
出
、
頭
取
二
逢
御
機
嫌
伺
、
御
預
ヶ
之
品
相
渡
候
処
、
御
目
通
有
之
趣
控
居

候
処
、
甚
大
夫
先
達
二
て
表
御
居
間
之
二
ノ
間
御
座
有
之
候
処
、
直
二
入
御
機
嫌
伺

候
処
、
御
立
被
遊
、
前
御
座
付
、
大
殿
様
・
大
前
様
御
機
嫌
御
伺
被
遊
候
間
、
御
機

嫌
能
趣
申
上
候
処
、
元
御
座
付
道
中
無
滞
大
儀
と
の
御
意
有
難
仕
合
趣
申
上
、
引
取

候
、
直
柳
原
参
、
藤
弥
二
逢
、
夫
よ
り
下
谷
ノ
長
屋
着
、
一
同
馬
と
も
無
事
二
着
揃

千
祝
萬
喜
目
出
度
し
ノ
ー
、
三
内
父
子
健
二
郎
杯
と
参
り
色
々
手
伝
、
御
長
屋
立
派
、

且
不
都
合
は
陣
屋
心
得
と
候
間
、
口
説
ハ
不
申
上
候
、
蚊
数
二
御
座
候
、
酒
肴
も
出
、

参
候
人
々
噺
い
た
し
帰
候
、
先
一
落
付
申
候
得
共
、
近
々
柳
原
へ
引
移
候
故
大
落
付

不
致
候

廿

日

曇
、
早
天
起
、
掃
除
い
た
し
、
藤
弥
昨
日
為
挨
拶
被
参
ル
、
春
之
助
・
周
作
・
庄
右

衛
門
・
権
蔵
・
十
右
衛
門
用
事
二
参
り
遅
刻
二
相
成
、
御
上
屋
敷
へ
仕
し
出
、
兵
部
殿

よ
り
何
等
之
節
一
ノ
手
被
仰
付
候
と
被
申
達
候
、
藤
弥
新
徴
組
取
扱
二
付
御
差

留
、
御
組
は
造
酒
助
組
着
揃
之
上
御
暇
被
下
候
趣
、
藤
弥
吹
聴
也
、
一
番
立
今
日
よ

り
立
候
趣
也
、
御
家
老
衆
被
引
取
候
故
引
取
、
直
二
定
右
衛
門
長
屋
二
寄
候
処
被
止
、

権
蔵
参
り
、
お
て
つ
ホ
タ
餅
地
走
也
、
庄
内
二
て
は
□
う
れ
じ
、
セ
ツ
頃
帰
一
同
へ

（

鼓

）

一
手
之
事
達
、
御
屋
敷
内
太
鞁
四
シ
拍
子
打
候
節
御
上
屋
敷
走
着
候
様
是
又
達
、
殿

様
御
老
中
御
連
名
御
奉
書
御
至
来
、
明
廿
一
日
四
シ
時
御
登
城
之
趣
為
知
申
越
候
、
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昼
は
腰
付
割
合
、
御
殿
ニ
開
、
夜
膳
ハ
鱈
、
半
蔵
至
来
之
趣
地
走
二
相
成

廿

一

日

又
々
人
々
被
仕
掛
、
今
日
は
二
万
石
之
祝
義
、
諸
士
御
殿
へ
出
候
間
、
一
趣
二
参
ル
、

私
も
今
日
御
祝
義
申
上
ル
、
殿
中
御
用
済
不
残
上
下
着
、
昼
過
割
合
ヲ
食
し
、
八
シ

御
退
出
、
御
供
被
為
蒙
仰
候
二
付
、
恐
悦
申
上
ル
、
夫
よ
り
色
々
御
用
御
番
頭
撰
や

（

候

力

）

’

ら
、
理
屈
申
や
ら
、
藤
弥
組
引
返
候
様
私
申
述
□
や
ら
、
六
シ
過
御
台
所
よ
り
大
根

漬
二
切
豆
腐
御
賄
出
ル
、
八
シ
過
又
々
前
同
様
御
賄
出
ル
、
セ
ツ
前
二
漸
帰

○
恥
雛
榊
勵
擁
輌
遣
郁
却

廿

二

日

今
日
飯
事
、
朝
は
昨
夜
残
物

不
気
量
者
実
二
閉
口
、
先
々
考
候
ヘ
ハ
考
候
程
六
ヶ
敷
相
成
、
此
よ
ふ
二
世
話
敷
事

（

力

）

無
之
、
家
督
い
た
し
よ
り
少
も
尻
付
候
事
無
之
、
飛
呆
独
笑
い
た
し
候
よ
り
外
無
之

廿

三

日

（

マ

マ

）

同
様
世
話
敷
殿
中
小
走
同
様
、
御
用
所
御
小
性
頭
呼
、
隙
無
之
御
郡
代
部
屋
駈
廻
り

候
得
共
、
何
分
行
届
不
申
、
実
重
役
入
恐
候
、
真
先
ノ
大
い
ク
子
は
沖
三
郎
窺
候
斗

二
て
、
口
上
不
添
候
事
少
事
な
れ
と
も
、
い
ク
子
二
外
窺
筆
順
嚥
被
仰
付
候
半
、

張
蔵
申
達
候
得
共
、
御
郡
代
算
用
二
て
不
被
仰
付
候
由
、
先
シ
困
候
事
、
五
百
五
十

騎
之
具
足
為
持
候
事
不
相
成
、
蒸
気
船
詰
候
事
い
た
し
候
得
共
、
如
何
相
成
候
哉
不

人
々
被
参
、
今
日
鰯
御
地
走
、
昨
日
取
置
候
趣
也
、
例
刻
出
仕
、
色
々
御
用
有
之
、

廿

四

日

廿

日

兎
角
鯵
陶
敷
天
気
、
色
々
日
々
半
道
余
之
往
来
、
袴
ハ
い
つ
れ
槽
高
二
て
茶
縞
最
早

曇

、

知

人

被

懸

仕

、

朝

飯

昨

夜

残

物

二

て

食

し

、

最

早

出

仕

之

刻

限

至

ら

ん

と

存

候

分

鉢
積

二
歳
小
串

玉
子
焼

生
姜

鉢

さ

し

身

切
レ
候
間
、
三
内
頼
候
処
幸
栫
置
候
福
高
有
之
候
間
直
二
貰
候
、
先
便
差
下
候
甘
な

つ
と
大
間
違
い
た
し
、
伊
三
郎
参
居
候
処
、
ヶ
様
噺
い
た
し
候
処
、
夫
は
日
本
橋
之

脇
二
有
之
卜
申
被
大
笑
、
私
明
日
調
上
ヶ
可
申
と
申
付
頼
置
候
処
、
今
日
持
参
二
付

明
日
便
二
又
々
差
下
候

廿

五

日

大
雨
、
此
頃
大
違
冷
気
二
相
成
朝
夕
綿
入
着
、
蚊
張
も
一
昨
頃
よ
り
相
止
候
、
庄
内

如
何
可
有
之
哉
、
甚
不
時
候
よ
ふ
二
覚
候
、
馬
も
乗
建
頼
候
積
二
御
座
候
得
共
、
今

日
迄
休
置
候
、
大
丈
夫
御
座
候
間
、
御
安
事
被
成
下
問
敷
候
、
半
蔵
少
時
候
障
模
様

二
御
座
候
外
大
丈
夫
過
、
勝
兵
衛
杯
は
居
候
事
無
之
様
、
中
的
も
召
連
候
積
、
先
シ

御
町
医
□
と
申
述
置
候
、
何
分
取
調
も
閉
口
、
来
朔
日
一
ト
先
シ
蒸
気
従
者
具
足
類

大
坂
迄
遣
候
積
二
て
、
朝
世
話
集
、
実
二
隙
無
之
、
是
迄
夜
能
寝
不
申
、
何
卒
六
シ

過
よ
り
明
過
迄
寝
候
様
二
相
成
度
と
存
居
候
、
御
笑
安
心
可
被
下
候

【
第
二
冊
一

（
第
二
冊
表
紙
）

「

（

朱

筆

）

（

朱

筆

）

「

二

」

「

九

月

三

日

御

飛

脚

立

同

十

二

日

着

」

此
日
記
九
月
三
日
立
御
飛
脚
便
り
二
て
同
月
十
二
日
宿
へ
御
小
性
頭
月
番
よ
り
相

届

達

候日

々

控

日
々
留
候
事
不
相
成
、
二
三
日
過
思
出
候
侭
折
々
認
、
御
拾
読
可
被
成
下
候
、
鹿

馬
タ
書
よ
ふ
御
叱
、
先
シ
落
付
候
迄
と
免
事
被
成
下
候

一

第

一

冊

終

一■■■
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故
、
引
出
櫃
開
キ
、
鐺
高
出
候
、
其
外
御
殿
置
候
分
肩
衣
上
下
を
出
し
、
衣
服
を
入

候
ア
ジ
ロ
ニ
て
カ
フ
セ
蓋
ナ
ル
物
取
寄
入
、
道
筋
知
サ
ル
故
権
蔵
と
一
趣
二
出
ぬ
、

御
殿
二
出
候
て
御
用
所
御
小
性
頭
詰
所
へ
参
ル
、
割
合
食
し
、
兵
部
殿
よ
り
被
召
出

一
ノ
手
被
達
候
、
是
迄
藤
弥
被
仰
付
居
候
得
共
、
新
徴
掛
之
為
御
差
留
、
組
今
日
よ

り
一
番
口
下
候
二
付
綾
仰
付
候
由
蛎
薙
緋
一
熟
細
蟻
撲
鰹
綴
蕊

繩
」
一
御
用
無
之
二
付
引
取
、
直
二
安
藤
長
屋
二
参
り
、
権
蔵
参
り
、
足
延
色
々
久
振
ニ

テ
雑
話
い
た
し
候
、
お
て
つ
取
寄
振
舞
わ
れ
る
、
帰
二
両
国
橋
一
見
い
た
し
度
故
、

先
立
定
右
衛
門
約
し
居
候
内
二
御
老
中
御
連
名
之
御
奉
書
御
至
来
之
趣
、
安
藤
へ
為

知
、
廻
状
参
り
候
二
付
、
安
藤
恐
悦
二
御
殿
出
候
と
て
支
度
、
早
速
帰
候
様
約
し
、

噺
い
た
し
居
候
得
共
不
帰
、
侍
遠
二
相
成
権
蔵
と
帰
、
世
話
役
不
残
参
り
、
長
州
御

征
伐
御
供
之
由
数
々
色
々
噂
、
儀
右
衛
門
参
申
二
は
、
先
刻
両
国
橋
二
て
安
藤
二
逢

候
処
、
大
汗
二
成
ヶ
様
二
て
追
掛
候
得
共
、
見
不
申
候
と
て
、
大
口
説
い
た
し
て
ス

コ
ノ
ー
と
帰
ル
処
、
被
逢
候
と
申
二
付
気
之
毒
也
、
御
用
之
趣
藤
弥
為
知
来
、
四
シ

頃
一
同
帰
候
故
伏
し
ぬ

廿

一

日

天
気
よ
し
、
例
刻
出
仕
、
沙
汰
之
通
二
御
供
可
被
為
蒙
仰
一
同
噺
也
、
八
シ
頃
御
下

城
、
弥
無
相
違
被
為
蒙
仰
候
、
一
同
大
悦
不
料
既
御
供
御
備
御
人
数
御
玄
関
前
二

て
三
度
鯨
波
声
揚
候
由
、
重
役
不
残
恐
悦
、
御
前
出
ル
、
此
造
酒
助
は
参
府
之
御
見

目
不
申
上
候
二
付
、
御
用
所
二
出
ル
、
其
ス
タ
ク
タ
、
大
坂
御
征
伐
其
後
無
之
事
二

て
実
二
御
殿
中
騒
壁
二
物
な
し
、
当
席
よ
り
御
番
頭
之
内
御
備
御
人
数
之
頭
撰
申
立

ル
、
私
昨
日
一
ノ
手
も
被
仰
付
候
上
は
、
是
非
御
供
被
仰
付
候
様
二
と
申
述
ル
、

藤
弥
御
組
は
昨
今
日
と
立
候
二
付
、
兼
て
之
言
も
有
之
二
付
引
返
候
事
二
申
述
、
藤

弥
よ
り
二
て
は
我
侭
と
申
事
二
て
、
私
よ
り
兵
部
殿
へ
、
庄
内
二
て
藤
弥
初
一
組
ヲ

一
藩
笑
物
二
い
た
し
候
二
付
、
此
度
道
中
よ
り
引
返
し
御
供
被
仰
付
候
て
、
先
達

て
之
沙
汰
消
候
義
至
候
間
、
是
非
返
申
度
と
申
述
候
事
、
至
極
御
尤
二
存
候
得
共
権

十
郎
殿
少
存
寄
も
有
之
、
是
非
下
度
と
申
候
得
共
、
被
申
述
候
処
御
尤
故
委
細
含
相

談
可
致
と
被
申
候
二
付
引
、
郵
緬
轆
鋤
卿
殿
御
老
中
被
参
候
跡
ニ
付
無
間
兵
部
殿
よ
り
被

呼
、
先
刻
被
申
義
尤
之
義
二
付
引
返
候
様
二
可
被
致
と
御
座
候
間
即
飛
脚
立
今
夜
は

宇
津
宮
泊
追
飛
脚
立
ル
、
其
騒
筆
紙
難
尽
、
清
兵
衛
出
勤
夜
八
ッ
過
迄
御
殿
二
居
候
、

早
追
正
蔵
楓
卜
整
銚
候
、
食
事
三
度
い
た
し
、
御
供
可
被
仰
付
候
間
、
其
心
得
居
候

様
二
と
内
達
有
之
、
辨
弥
両
人
へ
大
夫
・
騎
将
・
持
長
・
下
大
夫
・
御
物
頭
・
御
普
請

奉
行
、
組
持
は
自
組
召
連
、
御
番
頭
水
野
・
俣
野
・
松
宮
・
白
井
・
榊
原
杯
窺
出
候

間
嚥
と
可
申
、
其
外
文
之
助
・
弥
五
右
衛
門
為
登
候
事
は
只
今
よ
り
是
と
役
目
し
名
無

之
、
用
金
甲
冑
掛
之
者
両
人
為
登
候
様
、
兵
部
被
申
候
間
申
遣
候
筈
、
郷
夫
一
組

着
領
四
領
へ
六
人
シ
、
積
二
て
、
一
組
へ
三
十
六
人
当
御
備
登
へ
も
同
様
割
合
い
た

し
申
述
候廿

二

日

天
気
よ
し
例
刻
出
し
仕

廿

三

日

大
雨
例
刻
出
仕

廿

四

日

朔
日
先
荷
物
遣
候
事
二
て
大
騒
二
て
清
光
寺
知
ッ
、
代
参
も
遣
兼
候
、
セ
ツ
頃
帰
大

草
臥

廿

五

日

（

気

脱

力

）

日
々
鯵
陶
敷
天
、
例
刻
出
仕
二
て
私
共
扱
之
分
大
体
ニ
調
も
出
来
候

廿

六

日

日
々
鯵
陶
敷
天
気
、
例
刻
出
仕

廿

七

日

昨
夜
九
シ
頃
横
山
丁
出
火
、
寝
耳
ニ
テ
往
来
無
之
様
也
（

ヤ

ー

ゲ

ル

銃

）

天
気
よ
し
、
丸
子
尋
二
参
候
間
逢
色
々
噺
い
た
し
、
ヤ
ー
ヶ
ル
一
挺
頼
候
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例
刻
出
仕
、
御
先
荷
物
相
止
候
て
、
先
ヅ
世
話
シ
又
も
止
ミ
少
落
付
候

廿

八

日

天
気
よ
し
、
半
蔵
丸
子
へ
真
綿
着
類
為
持
遣
、
織
人
へ
引
出
櫃
頼
置
候
処
、
整
候
趣

二
取
遣
ロ
ル
、
例
刻
出
仕
、
日
々
混
雑
二
て
日
記
も
認
兼
候
仕
合
、
御
察
可
被
下
候

廿

九

日

雨
、
朝
二
権
蔵
参
り
候
二
付
三
十
六
人
ノ
郷
夫
へ
為
着
為
冠
候
品
々
申
付
ル
、
例
刻

出
仕
、
大
難
義
雨
も
庄
内
杯
と
違
横
二
降
、
日
々
往
来
苦
々
敷
御
座
候
、
口
説
と
藤

弥
［
］
笑
候
得
共
、
兎
角
口
説
居
候
御
笑
察
可
被
成
下
候
、
私
共
扱
候
方
大
極

り
候
間
、
気
草
臥
い
た
し
様
二
御
座
候
、
男
四
郎
二
兎
角
浦
山
れ
、
私
共
扱
下
取
扱

あ
し
く
、
跡
は
気
込
よ
ろ
し
く
拝
借
杯
と
不
被
仰
付
と
も
不
苦
、
着
領
斗
ハ
是
非

陸
御
送
被
下
度
と
申
述
二
付
、
尤
之
分
故
二
廿
一
日
後
の
早
追
ニ
又
々
増
郷
夫
と
申

遣
候
筈
、
幾
日
将
軍
家
御
出
馬
二
相
成
候
哉
不
相
分
、
今
日
供
立
取
極
候

草

履

取

り

徒

口

附

小

性

鎗

具

足

櫃

小

右

筆

郷

夫

一

、

具

足

馬

上

両

掛

家

長

鎗

薬

籠

持

徒

口

附

小

性

同

草

り

取

医

者

郷

夫

三
、

同同

四
、
扇
鬮
幽
閣
哩 口

附

若

党

鎗

具

足

櫃

寺

内

権

蔵

鎗

持

同

同

二
、
具
足
櫃
筆
頭
若

党

草

り

取

具

足

櫃

奥

津

儀

右

衛

門

鎗

持

同

同

同同

同同

同同乗
下
私
初
一
組
へ
馬
四
疋

同同

同同

〃 〃

ケ 〃

〃 〃

〃 〃

今
日
も
雨
天
気
、
伊
兵
衛
参
候
間
、
道
中
入
用
注
文
頼
遣
、
丸
子
ヘ
ャ
ァ
ヶ
ー
ル
｜

挺
早
々
出
来
候
様
二
と
申
付
置
候
、
間
違
又
々
申
遣
候
、
例
刻
過
二
相
成
大
急
キ
ー

出
仕
、
毎
日
／
、
半
里
程
候
処
実
二
閉
口
、
此
方
之
雨
は
横
二
降
り
、
羅
紗
合
羽
も

通
候
様
御
座
候
、
籾
兼
々
大
都
は
往
来
人
透
無
之
様
御
噺
承
候
得
共
、
此
節
大
透
二

て
由
勝
手
次
第
二
歩
行
い
た
し
何
程
人
之
不
足
二
相
成
候
者
二
哉
、
第
一
御
殿
之
女

と
も
、
第
二
二
刀
さ
し
、
筑
破
打
手
・
長
州
打
手
・
長
門
へ
杯
ニ
ハ
、
大
小
名
三
十

頭
余
、
筑
破
へ
七
頭
余
、
其
外
国
々
へ
又
ハ
京
へ
人
数
遣
し
置
候
由
、
此
方
様
之
御

人
数
杯
と
ハ
、
当
地
二
て
極
た
ぐ
さ
ん
よ
し
御
座
候

一
、
道
中
馬
験
な
し
一
、
御
物
頭
以
上
幕
持
参
候
事

但

道

上

二

て

為

御

張

被

下

候

由

一
、
鎗
印
一
同
相
用
事
一
、
高
張
沓
籠
持
参
二
不
及

一
、
礼
服
火
事
羽
織
持
参
不
及

一
、
私
共
具
足
櫃
へ
郷
夫
五
人
御
貸
付
候
事

同

口

附

御

中

間

壱

人

御

貸

人

事

同
手
附
共
へ
郷
夫
壱
人
外
二
料
紙
持
壱
人

医

者

薬

籠

持

壱

人

一
、
一
組
へ
具
足
櫃
負
二
一
十
六
人
郷
夫
出
候
積
半
被
笠
世
話
役
申
付
為
栫
候

右
之
通

一
、
御
備
組
登
百
二
十
五
人
へ
四
人
へ
郷
夫
六
人
当
二
御
貸
付
候
事
、
細
耐
磁
二
て

右
之
通
取
調
申
立
候
、
部
を
剛
に
雌
拠
出
候
、
其
後
早
追
之
節
増
人
申
立
、

一
、
田
吋
図
陣
打
裂
羽
織

同
晦
日

〕
篤
勝
手
次
第

小
袴
軽
診
蟷
高

従
者
は
陣
笠
陣
羽
織
不
苦

－87－
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御
旗
口
附
大
流 塗

笠
流
行

行両本
二
て
も

人

い
つ
れ
も
浅
黄
色
印
付

蓑
流
行

〆

j
F

白
足
袋
の
み

歯
染
之
女
前
髪

i I

‘震、

雷
獣

十
七
八
以
上

昼
夜
ニ
限
り

い
つ
れ
前
髪
三
寸
位
切
左
右
如
図

十
六
五
以
下

願
の
み

ニ
限
り

大
概
黒
又
は
茶

緬二十
もて六
有緋七
之縮才

と道
心中
娘

－89



席

々右
へ之但
申通し
達御番
候供頭
、之以

此面下
方々は
若為一

存肖黒
ハ申相

驚蔭儂
相事事
止

馬

絵
紙
二
有
之
位
美
女
両
三
度
見
タ
リ
、
白
澤
駅
之
女
よ
り
能
美
人
永
今
不
見

一
、
四
シ
半
頃
出
仕
、
色
々
御
用
有
之
、
三
好
金
弥
・
片
岡
半
兵
衛
・
多
田
禎
蔵
御

宿
割
被
仰
付
候
、
登
之
助
と
門
人
と
大
論
有
之
、
先
シ
静
り
掛
役
人
を
誉
ル
、
御

小
性
頭
扱
之
方
兎
角
六
ヶ
敷
、
私
共
方
ハ
何
二
も
無
之
、
隙
二
相
成
御
用
所
よ
り

出
候
様
被
御
申
附
候
間
、
出
候
処
左
之
様

今
度
御
供
之
面
々
是
迄
御
上
京
等
之
振
を
以
夫
々
用
意
い
た
し
候
族
も
有
之

哉
二
粗
相
聞
候
、
ヶ
様
二
は
有
之
間
敷
事
二
候
、
此
度
之
儀
は
長
州
御
征
伐

御
先
手
と
被
為
蒙
仰
候
上
は
、
専
ら
御
出
陣
之
御
用
意
を
以
夫
々
御
取
調
相
成

候
は
勿
論
二
付
、
銘
々
二
も
其
覚
悟
を
以
軍
事
一
途
二
為
心
得
、
用
意
可
致
候
、

乍
併
武
器
通
も
差
当
金
備
不
致
族
、
只
今
急
二
十
分
取
揃
候
義
二
至
り
兼
候

歎
、
又
は
見
苦
敷
相
成
候
品
者
珊
不
苦
候
間
、
銘
々
物
前
之
覚
悟
第
一
二
致
候
、

色

々

噂

評

有

之

（

マ

マ

）

御
家
聲
を
落
さ
し
候
様
、
厚
く
可
被
心
掛
候
、
万
一
心
得
違
花
美
虚
飾
二
流
れ

無
用
之
失
費
を
相
掛
、
自
然
用
金
二
差
支
、
御
時
節
柄
彼
是
為
備
金
等
申
立
候

様
相
成
候
て
は
不
覚
之
至
り
、
若
々
右
様
之
族
有
之
二
お
ゐ
て
ハ
、
厳
重
之
御

沙
汰
之
品
も
可
有
之
候
条
、
此
段
相
心
得
万
端
実
用
專
一
ニ
い
た
し
候
様
、
御

心

得

候

事
八

月

晦

日

｜
、
御
番
頭
以
上
御
供
之
面
々
六
十
歳
以
上
駕
籠
御
用
捨
、
五
十
歳
以
上
ハ
願
立
之

品
二
寄
御
容
捨
可
被
成
下
候
事

今
度

織
之
事
、

成
下
候
事

御
出
馬
之
節
御
供
之
面
々
着
服
、
御
発
着
は
勿
論
御
道
中
御
陣
羽

小
袴
着
用
之
筈
二
候
得
共
、
御
道
中
斗
は
割
羽
織
着
用
之
儀
御
用
捨
被

率

一
疋
被
疋
候
由
、
此
両
騎
将
は
馬
壱

疋
故
歩
行
発
着
乗
候
積
二
御
座
候
、
此
内
も
定
て
道
中
二
も
出
候
半
、
如
何
成
口
説

を
い
た
し
候
哉
と
独
笑
い
た
し
居
候
、
調
出
不
申
二
付
、
示
今
極
出
来
兼
候
事
二
有

之
候
、
実
容
易
之
義
二
無
之
、
御
物
入
は
二
万
五
千
石
可
恐
ｌ
、
、
夜
具
持
行
候
事

を
取
調
、
向
々
へ
申
達
候
事
、
右
体
四
人
へ
馬
壱
疋
位
二
て
可
然
、
困
事
ハ
庄
右
衛

門
長
風
、
吉
弥
も
同
様
、
御
供
も
如
何
可
有
哉
、
無
心
元

一
、
馬
休
置
候
、
最
早
乗
候
て
も
可
然
と
考
、
席
七
呼
馬
具
出
候
て
能
見
候
処
、
下

鞍
無
之
、
仕
込
一
ッ
な
ら
て
無
之
、
尾
袋
斗
有
之
、
間
合
セ
乗
廻
候
様
頼
、
物
は

不

と
ん
と
見
不
申
候
得
共
、
示
今
草
臥
居
候
哉
、
踏
落
有
之
候
趣
、
此
度
馬
強
二
不

無

之

相
成
甚
心
配
御
座
候
、
さ
ん
と
掛
金
縁
り
金
紋
遠
慮
い
た
し
候
様
公
辺
よ
り
御
達

有
之
候
由
二
付
、
常
二
は
相
用
候
処
候
事
不
相
成
候
、
鞍
覆
さ
ん
と
掛
二
同
し
二

様
二
地
黒
金
紋
二
伊
兵
衛
頼
申
付
候
、
此
方
二
て
浦
山
敷
ハ
馬
二
御
座
候

九
月
朔
日
吟
翻
唯
畷
嘩
識
辮
唾
畦
枠
、
一
移
り
二
柿
遣
、
此
柿
之
残
風
味

朝
晴
上
り
、
今
日
御
不
快
二
て
御
登
城
不
被
遊
候
由
、
差
立
候
時
、
別
段
大
体
御
引

込
被
遊
候
由
、
御
目
見
無
之
二
付
、
私
も
引
込
下
剤
相
用
候
積
二
て
、
沖
恵
呼
調
合

為
致
御
用
候
得
共
、
余
り
ひ
け
つ
い
た
し
下
不
申
候
、
晩
刻
マ
ク
子
－
シ
掛
伏
候
処
、

夜
中
二
度
下
り
候
、
八
シ
過
二
可
有
之
、
雷
光
甚
し
、
雨
も
少
し
降
ル一

第
二
冊
途
中
一
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